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１．はじめに 

 平成 16 年 10 月 23 日新潟県中越地方を震源とする地震（M6.8）が発生した.この地震災害は、直前までに

豪雨が記録されており豪雨と地震の複合的な土砂災害であるとともに、地すべり多発地帯の豪雪地域で発生

した災害でもあった.土木学会地盤工

学委員会斜面小委員会では、災害直後

に現地調査を実施したのを皮切りに、

3 年間に渡って災害後の状況をモニ

タリングしてきた 1).ここでは地震後

15 年目の調査結果を踏まえ、対策工

効果・景観植生回復・災害伝承・復旧

復興の履歴の観点のうち「対策工効

果」について報告する. 

２．調査の概要  

 図.1 に今回実施した主要な調査地

点を示す.いずれも 15 年前に調査を

行った箇所であり、当時災害の経験を

貴重な教訓とするために作成した土

砂災害学習マップ 2)で紹介している

箇所を中心に設定した.  

３．調査結果（対策工の効果）  

(1) 妙高（白岩）の岩盤崩壊復旧対 

 策工 

信濃川の右岸山沿いを通る県道

の斜面が崩落した(写真.1).砂岩層

主体の流れ盤による大崩壊であっ

た.復旧対策工としては、不安定土

砂除去後に斜面上部の 2 次すべり防

止としてアンカー工が採用された(写真.2). JR 上

越線南側坑口の斜面保護工は法枠が施工された

が、ここでは、アンカー受圧板に鋼製フレームを採

用し、施工性と工期短縮、特に緑化を意識した採用

と思われる(写真.3).遠目からは植生で目立たず、

当地の災害を知らない人にとっては、自然斜面そ

のままと感じられるであろう. 

斜面緑化が成功し、調査時はススキ草原であった 
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図.1 主要な調査箇所 

写真.1 被災時の斜面崩壊 写真.2 斜面対策工施工時 

写真.3 災害から 15 年後の斜面復旧状況 
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が、あと数年すると周辺の自然林が優占する状態 3)となると推定される.斜面の復旧状況は災害後を感じさせ

ないものとなっており、復旧対策工として有効に機能している. 

(2) 南平樽木地区地すべり復旧対 

策工 

南平樽木地区の大規模な斜面崩

壊では、牛舎が被害を受け前代未

聞のヘリコプターによる牛の救出

劇があった(写真.4).被災斜面は、

手で引っ掻いたような跡のよう

に 4～5 本の沢筋が残り、そこに

明暗渠排水工を設置して、地表・地下水の排除より斜面崩壊の抑制、安

定化を図った(写真.5).段丘斜面上部の平地にはため池などが存在す

ることから、水みち(パイプ)が崩壊上部斜面に多く存在していた可能

性がある. 斜面上の排水工は降雨や融雪水等に浸食されずに、復旧時

と同じ状態で、排水機能を維持している.一方、民家が近接する崩壊上

部の滑落崖付近の急傾斜部の法枠工(+地山補強工 鉄筋挿入)は、植生

で目立たないが民家を斜面崩壊の危険から守っている(写真.6).  
(3) 長岡高町住宅団地盛土斜面 

の復旧対策工 

 片切片盛境(と思われる)に立

地していた民家が傾斜損壊した

(写真.7).復旧工は崩壊盛土側を

補強土により復旧した.補強土は

壁面に鋼製枠と植生マットを配

置し、植生に配慮した.補強材

は耐久性の高いジオテキスタ

イルを使用した形式と思われる.民家は復旧斜面から離れて再建されており、災害の教訓を生かしている.補

強土は樹木と馴染み、崩壊斜面上に安定的な盛土を形成している. 

(4) おわりに 

 中越地震は、中山間部を土砂災害という形で大きな被害を与えた.発生した土砂災害は、地すべり 131箇所、

がけ崩れ 115 箇所、土石流等 21 箇所の合計 267 箇所に及んだ 4).15 年目調査で訪れた被災地はこれらの極わ

ずかであった.中越地域は毎年豪雪に見舞われ、融雪水に伴う土砂のゆるみは斜面崩壊の大きな誘因となるも

のであり、地震がなくても土砂災害の危険に曝されている地域である.15年目調査を通じて得た復旧対策工の

留意点は、①地表水及び地下水排除が重要であること、②中山間部では崩壊跡地の適正な緑化による斜面の安

定化、景観保全を図ること、③復旧対策工は長期的な視点に立って、耐久性に優れる素材を有し、降雨、融雪

水等からの浸食に強い構造とすること、④必ずしも維持管理に配慮しているとは言えず、今後は点検・管理を

考え、管理路の整備等、一層の対策工の機能管理を図ること、などである. 
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写真.4 被災時の斜面崩壊(新潟県) 

) 

写真.5 復旧対策施工時(新潟県) 

) 

写真.6 15 年後の斜面復旧状況 

写真.8 15 年後の斜面復旧状況 写真.7 民家被災状況(長岡技術大学) 
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